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日日時　内内容　対対象　定定員　￥参加費

水の駅「ビュー福島潟」
北区前新田　☎025-387-1491
開館時間９:00～17:00　※月曜(祝日の場合翌日)休館
●「日本の自然」写真展
日７/15（祝）まで　￥入館料（一般400円、小・中学・
高校生200円、就学前児無料）
●自然ウオーク
日７/13（土）９:30～11:30　定先着20人　￥無料
●日本自然科学写真協会の写真展
日７/20（土）～９/１（日）　￥入館料
●夜のガイドウオーク
日８/10（土）18:30～20:30　定先着20人　￥無料　
申７/10（水）９時から電話で同施設
會津八一記念館　
新潟日報メディアシップ５階　☎025-282-7612
開館時間10:00～18:00　※月曜(祝日の場合翌日)休館
●企画展「會津八一　書の逸品」
日９/29（日）まで　￥一般500円、大学生300円、
高校生200円、小・中学生100円　※土・日曜、
祝日は小・中学生無料
●會津八一祭記念対談「すがすがしさと優しさ」
日８/１（木）14:00～15:30　
場日報ホール（中央区万代３）　
出演松村雄基（俳優）、角田勝久（新潟大学准教授）　
定先着150人　￥500円　
申７/10（水）から往復はがきに「記念対談」、参加
者（１人のみ）の住所・氏名・電話番号を記載し、
〒950-0088、中央区万代３-１-１、同館へ

新潟市美術館　
中央区西大畑町　☎025-223-1622　開館時間9:30～18:00　
※月曜(祝日の場合翌日)、7/17（水）～21（日）、30（火）～8/2（金）は休館
●企画展「インポッシブル・アーキテクチャー
―もうひとつの建築史」　
日７/15（祝）まで　￥一般1,000円、高校・大学生
800円　
※中学生以下、障がい者手帳を持つ人と一部の介
助者は無料
●コレクション展Ⅰ「SUMU－すむ－　あなたの
おうちはどこですか」
日８/４（日）まで　￥一般200円、高校・大学生150円、
小・中学生100円　※企画展観覧券で観覧可
●講座「本当は怖いタヒチのゴーギャン」
日７/13（土）14:00～15:30　
定先着100人　￥無料
●講座「父・村田豊の建築」
日７/14（日）14:00～15:30　
定先着100人　￥無料
●バウハウスデザイン講座
日８/31（土）、９/１（日）14:00～16:00　
内活版印刷の実演、ほか　
対高校生以上　定各日20人　￥500円　
申８/６火曜（必着）までに往復はがきに「バウハウス」、
参加者全員（２人まで）の氏名・年齢、代表者の住所・
電話番号、希望日を記載し、〒951-8556（住所不要）、
同館へ
※応募多数の場合抽選。８/13までに抽選結果を発送

文化財センター
西区木場　☎025-378-0480
開館時間9:00～17:00　※月曜(祝日の場合翌日)休館
●企画展「砂丘と遺跡Ⅲ－阿賀北の砂丘上の遺跡」
日７/15（祝）まで　￥無料

新津美術館
秋葉区蒲ヶ沢　☎0250-25-1300
開館時間10:00～17:00　※７/29を除く月曜（祝日の場合翌日）休館
● 企画展
「光と遊ぶ超体感型ミュージアム
帰ってきた！魔法の美術館」

日９/１（日）まで　
￥一般1,000円、高校・大学生
500円、中学生以下無料
歴史博物館みなとぴあ
中央区柳島町２　☎025-225-6111
開館時間9:30～18:00　※月曜(祝日の場合翌日)休館
●新潟開港150周年記念展「開港場新潟展」
日７/13（土）～８/25（日）　※７/13（土）・
14・28（日）14:00に展示解説を実施　
￥一般500円、高校・大学生300円、小・
中学生無料　
●講座「明治新潟と軽犯罪の取り締まり」
日７/28（日）13:30～15:00　￥100円
※このほか別冊情報ひろば３面にも催しを掲載
新津鉄道資料館　
秋葉区新津東町２　☎0250-24-5700
開館時間9:30～17:00　※７/９（火）休館
￥一般300円、高校・大学生200円、小・中学生
100円　※土・日曜、祝日、7/16（火）～9/2（月）は
中学生以下無料
●鉄道車両写真展　
日９/９（月）まで
●特別展「鉄道で旅する新潟―鉄道旅行と観光列車」
日７/13（土）～９/２（月）
●サンクスフェア　
日７/13（土）・14（日）９:30～15:00　
内実物車両公開、ほか
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やろてば体操・楽しく脳トレ！
(認知症予防出前講座)
運動普及推進委員が自治

会や地域の団体などに出向
き、認知症予防に効果的と
される運動などを提供しま
す。みんなで予防に取り組
みましょう。
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幻の黒い灯台
　今の新潟西港の灯台は西

にし

突
とっ

堤
てい

の先にある赤い灯台で、開港以来５代目とな
ります。この灯台は、大正14（1925）年に設置された４代目灯台（赤色）が昭和
39（1964）年の新潟地震後に建て替えられたものです。
　初代灯台は、木組み櫓

やぐら

の上に灯火機を据えた簡単な
もので、開港後の明治２（1869）年に設置されました。
　新潟市民に長く親しまれたのは３代目灯台で、明治
15（1882）年に建てられた高さ４丈３尺（約13ｍ）の白
い木造の六角灯台でした。この灯台は使命を終えた後、
山ノ下に移築され「臨港台」と呼ばれ、戦時中に焼失す
るまで役割を果たしました。
　新潟港の灯台の歴史の中で存在期間が最も短かった
のが２代目灯台です。明治10（1877）年に新潟県が船見
町２丁目に設置した黒色の六角灯台でした。
しかし、灯台の管轄が県から国に移管され
たため、わずか５年で３代目灯台に建て替え
られました。この灯台は、残っている資料が
少なく詳細は不明です。明治13年に描かれ
た絵図面などからその姿をしのぶことはでき
ますが、まさに幻の灯台ともいえるのです。
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■問 歴史文化課 
☎ 025-226-
2584

■問 区役所健康福祉課、
地域包括 ケ ア 推進課
(☎025-226-1281)

提供内容（例）　体しゃっきり体
操、お口の体操、ほか
■対 運動の機会が少ないおおむね
65歳以上、10人以上の団体
※原則平日昼間に開催
■申 電話で区役所健康福祉課
※申し込み状況によって希望に
添えない場合あり

【３代目の白い六角灯台】

【２代目の黒い六角灯台】
明治13年「新潟沿革図」

（新潟市歴史博物館蔵）より

視覚に障がいがある人を対象に、「市報にいがた」の点字版・ＣＤ版・デイジー版を発行しています。　申込先県視覚障害者福祉協会(☎025-381-8258)　問広報課(☎025-226-2089)
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運動普及推進委員 木
この ま

間さん

体を動かす、楽しく頭を使う、人と
交流することは認知症の予防につなが
ります。講座の内容を日常生活に取り
入れ、予防に取り組みましょう。

運動普及推進委員に聞きました

　 運動普及推進委員とは　市が実施する養成講座を受講し、地域
で運動を通して健康づくり活動を普及するボランティアです。


